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條
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濟
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^
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も
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湖
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と
り
あ
げ
、
次
い
，で
比
較
靜
學
邊
學
と
の
關 

歡
を
1
安
於
分
^」

o
論
a
を
媒
介
と
し
て
明
ら
か
盼
し
て
•ゐ
る
が
、

，

、

C
の
後
牛
.の
观
論
ハ
こ
そ
メ
ッ
；ッ
ラ
！
の
く 

b
^:
へ
し
‘指
摘
し
て
ゐ
、
. 

る
や
ぅ
に
サ
ミ
.

H、
fr

ル
ソ
ン
-の
敗
も
す
ぐ
れ
,̂
パ
.ィ
オ
{一
 

ァ
的
寄
與
を
示
す
も
れ
に
他
な
ら
ぬ
で
ふ
ら
ぅ
。
.お
，よ
^
今
日
に
い
た

る

ま

‘
 

で
' 

hは
ゆ
.る
靜
學
と
_
學
と
は
相
瓦
に
い
か
尨
る
脈
絡
を
も
共
有
し
な
い
分
裂
せ
夺
，探
究
領
域
で
あ
っ
た
。
：か
<
る
二
っ
の
分
析
の
观 

の
’相
逾
は
傅
統
的
な
似
格
の
现
論
と
傅
統
的
な
景
氣
循
現
现
論
と
の
^g

に
よ
っ
ズ
，
最

も

よ

く

例

示

$
れ
る
。
猶
荠
ゆ
愤
格
や
數
S
の
均
' 

衡

的

位

瓰

を

論

ず

る

，け

れ

ど

も

ノ

需

給

が

fi
l
l齬
し
た
場
か
の
似
挤
の
運
動
に
っ
や
て
铽
殆
£
ー
ー
贫
す
、る
と
こ

ろ

が

散

^

こ
れ
に
對
比
U 

て
、’後
者
は
蛾
艦
縮
小
の
-梁
稂
的
攀
励
を
時
間
：̂

起
に
ア
，ク
セ
ツ
ト
^

^
い
て
、叙
述
し
、
，何
ら
か
の
亚
常
水
準
を
め
ぐ
る
體
系
わ
振
辩

:
.

i
.
>■;
•
. 

ニ, 

■

-.
-' 

• 

; 

.

.

ハ
.
-
.
.
-
.
,
.
，
.
.
.
. 

•
•

:•
■-
.
.
.

 

-
 

?
• 

-
 
■•
-■-
:
 

•
-
•■■ 

: 

r
-
 

•• 

-

'

-

- 

- -■-
>
 

■
 
-■-
>■
 

r
»
 

• 

-
 

.
 

I.-,'.. 

•-
.
.
-
- 

：

.

.

.
，
.

:■
: 

.

,
 

'

比
較
#

战
卜
紙
侦
條
#
と
於
足
倐
作
に

ー

；

‘ 
：

‘ 

ノ

’ 

/ 

i
r
Q
l

〇I
O



ノ
比
較
靜
如
:4
/
摊
値
倐
件
と
资
宛
倏
'#
/ 

< 

- 

;

•

; 1,

三

0

1

0

5 

を
分
析
す
る
け
れ
f

、
t

る
I

I

Q

I

4霊

誉

t

條
件
と
I

f

っ
い
て
は
令
？

と
が
不
問
I

さ
れ
て 

ゐ
る
o 
,v>
ま
や
サ
ミ
' 
ュ
本
ル
y
ン
は
、
_
製
的
兑
地
か
ら
ョ
リ
周
到
なf

安
觉
分
析
：

J

，
の理論成す

^

u
-i
に
ょ
っ
で
、
經
濟
體
系
：
 

の
動
螟
的
：

：

女
免
性
の
硏
究
が
此
較
靜
學
分
析
に
多
く
の
街
用
な
萣
遡
を
も
た
ら
し
ま
た
逆
に
比
較
靜
學
の
有
す
る
旣
知
の
性
缂
が
そ
の
體
. 

系
の
動
^
的tl

質
の
規
定
に
際
し
て
利
用
さ
れ
得
る
と
い
ふ
い
は
C
双
方
的
な
關
係
を
明
る
み
に
出
し
、：
と
.れ
を
，「

對
應
原
理i

ふ
名
っ
--
: 

け
て
播
镇
'
動
轉
を
結
ぶ
现
論
的
鏈
鐶
た
ら
し
め
上
ゲ
ど
試
み
た
の
で
あ
る
。
か
の
>
リ
ッ
シ
ュ
の
先
願
的
論
^
以
來
、‘

现
論
經
濟
學
の
：

I:- 

- 

ベ

. 

-

.
: 

■ 

■ 

. 

;

'

.

.

 

- 

I 

-

■

 

-
-
-
-
- 

- 

. 

■ 

.
-
6
- 

■ 

-
-
-
-
- 

■ 

■ 

• 

- 

-■ 

. 

.

.

.

.

. 

■

動
向
が
靜
學
的
な
栊
武
か
ら
動
學
的
な
そ
れ
へ
と
、，
恰
も
古
典
カ
學
か
ら
量
子
カ
學
へ
の
‘
推
移
に
も
坊
す
べ
き
風
想
的
革
新
を
鍇
っ
、
あ
.ー

名
こ
と
を
思
ふ
啟
ら
ば
、
宙
き
现
論
と
新
し
き
理
論
と
の
關
聯
を
明
哳
な
ら
し
む
る
か
、
る
原
理
%

さ
ぐ
り
得
た
サ
'
ミ
ュ
チ
ル
ソ
ン

.
の
.業

、 

.

.

.

. 

■ 

. 
.■■
'■.
•
 

- 

. 
-

'
■
 

續
は
ま
こ
-
と
に
大
な
る
も
、の
と
稱
す
べ
き
で
あ
ら
*5

。

厂 

'
ぐ
，

' 

. 

.

'

進
步
と
そ
科
學
の
恥
锊
で
あ
.る
と
い
，，は
れ
て
ゐ
る
？
適
論
經
濟
軼
の
躍
進
の
あ
と
を
ふ
り
か
へ
っ
て
み
る
と
き
、
わ
れ
^

れ
の
感
慨
•を
パ

深
め
る
も
の
も
.ま
た
こ
^

言
葉
の
、含
蓄
す
る
歷
臾
的
眞
實
性
に
他
な
ら
な
い
。
靜
學
は
均
衡
水
準
に
お
け
る
經
濟
的
變
量
§

決
\

儿
を
P

決
'

し
た
Q

比
較
靜
邀
は
所
與
條
件
の
變
化
に
li
l

來
す
.る
新
し
き
均
衡
的
位
置
の
方
向
を
無
時
^

㈣

に
礎
立
し
た
。
K

虹
時
間
的
繼
起
，に
，郎
じ

■

 

、
 

Jr

ンド.ジハん 

、
 

，
 

，
 

-
-

 

: 

ノ.

---

て
の
經
濟
的
變
敢
の
，內
坐
的
な
運
動
が
、探
究
さ
れ
た
、と
爸
動
學
の
領
域
が
開
拓
さ
れ
、
や
が
.
て
比
較
龈
學
と
動
學
と
.
の
：間
^

は
そ
：の
'
體
.系
. 

'
の
安
资
性
を
通
じ
て一

走
^ :

依
存
關
係
め
介
在
す
る
こ
と
が
間4
た
。
考
へ
ら
る
ベ
き
次
の
前
進
は
動
學
の
へ
彫
琢
と
相
俟
0

て
：新
し
ン 

き

此

較

動

學

の

创

造

に

^

出

さ

れ

农

で

あ

‘ら

ぅ

。

籾
期
條
怦
、
' 

|

>

.
可
變
常
數
f e

ど
れ
變
池
ょ
り
坐
^

.
る
：經
濟
的
變
量
_の
：時
^

^

齓
動
；
. 

I

' r
r

す
べ
き
ヒ
ひ
分
野
は
、
■

: «

サ
.
ミ
ム
エ
ル
ソ
ン
れ

_

想
す
る
と
こ
ろ
に
從
へ
ば
、
此
筷
靜
壞
を
は
じ
め
そ
れ
に
先
行
丨
す
る
1

切
：の 

f

l

殊
&

て
I

し
、
は
る
か
に
I

l

f

相
蔽
ふ
べ
t

の
で
I

。
<

1

1

經

顰
S

展
が
か
秦
フ
ィ
ン
.に
パ. 

消

ひ

っ

、
す
々
れ
‘
て
强
力
に
推
進
：さ
れ
、
小
は

.單

1

商
品
の
微
耐
な
作
用
ょ
り
始
め
て
景
氣
循
環
の
風
哭
^
子
队
變
動
を
も
含
め
觅
に
は

經
濟
雜
iM

の
)|
1
:嚴
な
諸
間
&'
に
い
た
ろ
ま
で
、
お
よ
そ
こ
れ
ま
で
の
經
濟
學
が
M

示
し
て
き
た
數
眼
り
な
い
的
題
と
様
相
と
が
漸
く
統
一 

妁
な
驻
盤
の
ラ
ち
に
仅
含
さ
れ
_
取
さ
れ
ん
と
す
る
動
尚
を
前
に
す
泠
と
き

、

^

と
、は
い
，つ
し
が
共
通
地
盤
ぷ
の
も
の
の
成
長
を
思
ふ
と

* 

. 

/ 

,
 

' 

.
 

-
.
i
.
.
: 

: 

ノ
 

. ■ 

-

-

と
も
に
、
な
1
將
來
に
ゆ
，た
凇
ら
れ
た
課
題
の
大
い
'さ
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
>
で
あ
：\ら
う
。
ぃ

•

- 

, 

i

て
本
稿
お
よ
び
こ
れ
に
續
い
て
わ
た
く
し
が
む
の
雜
誌
に
揭
載
U
て
ゆ
か
う
と
思
ふ
論
稿
は
、
以
上
か
な
.り
の
紙
幅
に
わ
た
っ
て
1

,' 

描
じ
來
っ
最
霞
の
發
展
動
向

^'
.雜

と

レ

、
そ
の
中
に
趦
伏
す
.る
諸
問
蹬
.
0.う
ち
と
り
わ
け
极
本
的
と
，思
は
れ
る
い
く
っ
か
.の
':
へ
 

生
要
间
題
を
杣
出
し
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
を
わ
た
ス
し
な
り
.に
盤
理
し
て
ゆ
か
う
と
す
る
.試
み
で
あ
る
。
い

ふ

ま

で

も
な
く
こ
れ
動
昀
の 

示
す
尚
顶
と
様
相
と
は
き
は
、め
て
俊
雜
闲
難
で
あ
っ
て
、
殆
ど
_
取
と
理
解
以
氹
の
ど
と
を
な
し
得
て
を
，ら
ず
、
そ
の
こ
と
贮
際
じ
て
す
パ
1 

ら
數
^

誤
議
を
犯
し
’て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
御
敎
示
と
御
批
判
を
仰
ぐ
'

と̂
を
得
■る
な
ら
ば
ま
こ
と
に
幸
_
で
あ
る
W

、

.
'

ま
づ
わ
た
く
し
は
本
^
に
お
い
て
比
較
靜
學
の
，基
本
的
观
論
を
焚
式
化
す
る
と
と
&

、
そ
れ
が
極
値
條
件
お
よ
び
安
定
條
件
に
對
レ
ン| 

て
有
i
る
と
こ
ろ
，の
構
避
的
關
聯
を
明
確
な
ら
し
め
る
こ
と
を
意
11
1
レ
衣
0,
ノ0
れ
吐
ま
，た
攻
凝
に
候
開
さ
れ
る
論
議Qiiz

論
的
考
察
た
そ

 ̂

• 

.、

'

•

::
.:

...L 
- 

-.■
■■
.
 

-ir.
 

- 

'
.■-
-■:[
'

,-
f
:
,'

*.
- 

-
I

t

- 

. r 

~
 

'
 

'-.
' 

. 

J

饲
久
歡
蛋
太
の
露
敗
を
货
也
る
^

^
は
給
ど
芥
布
し
.な

ぃ_
C
J
.
i'
■-

W
9
S
4
#
.
.
.

^
7〕

0
.-'
/
:ダ
；-
ム 
'ぺ.
”
次(

プ
：
ー
，
.

「

：
他 
'©.
.

文ぺ

'C
の.科
^
'-
<
>
-
,
同

じ.

.广t :
i
ク
ば̂-
經

賢

學:^
:
.ま「

た
數
附=

い̂
；刺
猶;^
樣
.柑
と
を̂
ー
不
上
、.-.
.バ 

が
；̂

ら«:
:

何
'檢
も
興
总
あ
^
瓶
：と
鲜
っ
'
%
赘
锊
太
ゆ

.し
か
し
ヽ
樣
相
ま
た
は
進
路
が
何
で
あ
ら
う
と
も
、
レ
オ
ン
.
ヮ
ル
'
.

，ベ

義

核

ゃ

衝

赢
^
ー#'
へ
の
寧
歡$餐
の
^
:
:仰
洚
泣̂

< 

,
丨

、
.

'
 

Q

o

s

役
刺
を
，も
布
し
て
ゐ
る
9
‘ 

\

.

.

.

.

.

. 

»
> 

- 

- 

■ 

- 

► 

■ 

■ 

- 

■ 

■

,

V 

LiarL. W
a
l
r
a
s
、
E
l

 
が m

e
r
d
s
^

.̂oriomie P
O
U
M
U
e

 p
u
r
e

 
パ
 

:

いoy,?t~h 
が OTie.'-~ 
de-'lpr£c》

e$se 

:含
泛
^
氏
ナ」

'̂'ed...

1
S
4
7
,

 ,2. p
a
r
t
,

 

1
8
7
7
,

»'
5
m
e 心d.

1
8
S
9
,

 

£
m
e

a'
.
 

1
8
9
6
%

 

4
m

 
免 

mv
d, 1

9
0
0
,

 

P
e
d
i
t
i
Q
n

 

d
rt
l
t
f
i
p

Bi
v
e
, 

1
S
2
6
,

ワ
ル
ラ
ス
也
满
，：f-
l
卬
祭
に
あ
太
リ
现
代
•

流
の
す
ぐ
れ
た
’规
論
家 

,

が
表
明
し
た
讚
頌
の
鲚
を
こ
'\
に
摘
3

し
て
板
く
0

,

0
ク
，ス.「

お
- 

ょ
そ
榨
濟
彤
漪
に
し
て
>
 
ル
ラ
ス
が
な
せ
る
读
ど
、敬
^

さ
れ
た
^

理
，

,

比
較
故
出•

秘
侦
條
朴
と
鬼
记
條
作



M 

,

比
：̂
靜
取
*
邦
f

#.
と
染
说
倐
件
'
/
パ
'

,
 

る
。
0

^

t

び
’ぶ
業
紹
の
1「

つ
な
が
ら
の
點
に
お
い
て
、か
は
V 

'

<
疑
ひ
>

な
く
、丨
般
大
の
鸫
濟
观
裏
ぁ
会
与
，翁
0
著
作
皆
去
に
ノ
\ 

'お
け
る
；H
U

も今
：：：に

.；；

い
て
二
肘
强
く
/1
-

§
て
ゐ
る
0

そ
れ
は
^

乾
の
也
前
よ
y
もI

猶
太
な
'
^
a化

ヵ

耷

及

ぼ

し

な

る

代

成,
, 

に
粘
：！
‘敗
畏'«?
,出
發
點
と
な
り
つ
、
あ
る
。4
H
M
,
Mよ
v

m
る
と
-

' 

i

M
/c
.ia
l
v と
し
-て
も
、
，
p
^'
p
w
r
.
x 

て
ば
'い
，か
に
/^
々
ソ
ル
_ラ
,

ス-
の
ボ
述
を
ふ
、yか

'' 

へ、つ-
て
办
'^
，̂
と
で
あ
'
b
6

.

0
こ
扣
は
涑
こ
と 

に
^

く
べ
き
こ
と
，L
Jvr
は
ね
ば
な
^
!
ぬ
0」

ハJ. 
k卜

S
c
h
u
m
p
e
t
e
r
,
’

» Econcmietrica, 

July, 19S5, 

p. 
34s. 

{欠
外
平
所「

ソ

ル
ソ
.ス
I-
-.'

 

/

,'—

 ̂
介
榮
治
邱
偏 
F

^
/I
-
lと
先 
s

H

i

>ri)

o 

'

は

パ

レ

—

：.

の
か
、

s
;a
'
)^
に
つ
い
て
は
、

と
リ
わ
け
、

y
tr
-

(̂T
)PJ
o

,Pareto' M
a
n
u
e
l

 d
“t
c
o
v
b
m
i
e

rd
o
^
^
a
f̂

f

a'
. 

1
90
9
,

2
m
e

^'. 

1927, 

pp. 

579 

ゆ
，
氏

ft
:。〕

w-conomie math§
ma

丨 

H-Iqner, 

s
n

o'y
c
l
o
%
d
i
e
‘ ：.',des 〕...sciences,.,,: 7

n
p
i
h
w
m
p
t
i
q
u
€
w
'

 

-:'... 

I
r
e
s

 et ap
p
l
i
q

忘

 
p T

o
m
e

 I.' 

v
or
.
I
y
. 

1911,. pp. 
628 

'
,

If

•
，を
^
!!
(i
せ
よ
。
 

.

. 

*

⑶
-
_
 E

.

 Johnson, 

T
h
e

 P
u
r
e

 The9ry~of 
u
a.
i
t
y
 C

u
r
v
e
s
,

,

'
E
c
o
n
o
m
i
c

 

JQUrlipl, 

D
e
c
e
m
b
e
r

 

-192

CC. 

E
u
g
e
n
i
o

Slutsky, 

Sulla 

teoria „dei ,bilancio 

d
e
l

。§
呂
-̂
ち
。

ノ 

、

G
i
o
r
n
a
l
e

 

degli 

E
C
Q
m
i
s
t
i
i

 

2。
<semestre, 

1915.

,Hotelling, 

E
d
g
e
w
o
r
t
h
s

 

Taxation 

P
a
r
a
d
o
x

 

a
n
d

 the

J
N
a
t
u
r
e

 of D
e
m
a
n
d

 a
n
d

 

S
u
p
p
l
y

 F
u
n
c
t
i
o
n
J
^
l
r
i
N

 of

丨：ノ

へ

パ

'

/
 

\
 

,パn

四

,
t
 

S

P

G

 

,

,
political E

c
o
n
o
m
y
,

•octobeY

r-ls52* X

 K
, 

K
i
c
k
s

 

E
.

.
_
w
.

 

G
.

 

D
. 

Allen, 

A

 ReconsideratiG

ロ of 

. the -Theory 

a

Value, -
E
C
G
_
n
i
c
f
,

 'Febrcary 

a
n
d

 

M
p-
y
, 

l<r
)
3
4
. 

N
-

 

G
e
o
r
ff
o
^
c
p
-
R
o
e
s
n
,

 

T
h
e

 

F
s
.
e

 

*Thercy 

of C
o
n
s
u
m
e
r
'
s

 

<
B
e
h
a
v
l
o

'r»
Q
u
a
r
t
e
r
l
y

 J
m
i
r
n
a
l

 o
f

trj.CGnoTnic 
的
，Aigu

s
t
,

,— H936. 

W
Y
.rS

a
m
u
e
l
s
o
n
, A

 N
o
t
e

 o
n

 .the P
u
r
e

 T
h
e
o
r
y

V.'

. 

. 

:
、
.
. 

< 
.
 

•
• rf-. 

■-
;
•
•
.

 

.:
:
r\ 

■
■
!
■
•
:
. 

t. 

•
-
.■••
.
.
.
.
.
.
.
. 

I
: 

' '

0
H1c

o
n
s
u
m
e
r
^
B
e
h
a
v
i
o
r
,

 

E
c
o
n
o
m
i
c
a
l

 F
e
b
r
u
a
r
y
” 1SSS,

,
(4

). 
'■
 .

tl:
^

:l'Kic^sy:'.Thiorie_:mathtmatique''de 
..19vplewr 

;
.
r
^
i
m
e

 de> lihle .

へ CQnour.rencey.'l^ll 

'
d
i
u
s
v
p
J
M
e

 

.

p
n
d
:
n
a
rd
itaja, lst-ed. 

1SS9,

'
2
n
d
’
'a
, 

1<«
4
?
.

(5
)

P
a
u
l

 

A. 

Samuelson, 

F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
s

 

of 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

A
n
a
l
y
s
i

s11st ed* 

1947. 

2
n
d

 e
d
.
1948.

,
(G
)

w
a
g
n
a
r

,

Frisch' Propagation p
r
o
b
i
e
m
w

 
E
 

' 

p
r
o
b
r
m
s

 

^o
y
n
a
m
i
c

 E
c
o
n
o
m
i
c

w1, 

E
d
r
t
v
L
C
M
s
s
a
/
u
s
-

 

.
-
i
f Ho

n
o
u
r
,
'
o
f Q

l
t
^
a
v
c
<
t
s
s
e
l
,
l

ep2z.’ 

同
じ
く
ー
九
三
三
年

■̂
•
^
.
.
l
.
b
^
.
-
N
.
V
^
'

ン
：\に
.
.あ
.い
vr
間
他
■さ
.れ
：た
ソ
千
 n. 
ノ
' メ
ネ
"
y
.ry
ク
.

,
ソ
サ
1
.

*y K」K

 

-ィ
Q
:、、、i
.
'7.
ィ
ン
グ
.は
、
，
フ
リ
，ッ.シ
' ユ
：に
：ょ
る
J-
記
論
- 

—

文
の
報
^
の
ほ
か
、
な
ほ
か\
る
取
新
の
有
カ
な

〔

る
抓
進
杏
ヵ
レ
ッ. 

.

キ
、

テ
ィ
ン
べ•ル
ゲ
ン
の
報
齿
を
も
奢
じ
へ
、
新
勐IA
J
へ
の
出
發
，&■
'

かV
」

る
に
ふ
へ0
は
し
^
麻八：：

で
あ
つ
た
。C
f
.

k
c
w
l
o
m
e
t
r
i

o.a, 

'

,April, 1S34, P
p
」

s
7
-
1
9
f

. 

‘ 

、

.

.

.
■•
/
.

 

,
-
r 

; 

• 

• 

. パ

.

.

.

„ 

. 

+ 

>
.
.
.
.
.
.
.

り
.、
，

.
-:

}• 

ゾ

-r.,. 

-
»
, 

. ' 
.

.、< 

V
: 

:
. 

.

.

. 

: 

J
.
f
. 

.

.

. 

. 

c 

々
->
•
,
..、ム
•、
て

、
-■
,
. ,

、
. ；
.
‘ ... 

-
r
v
-
J
.
,
.
.
.

.

ン
.

.■:
■

•

.

. 

.•■•
•
-
.:
. I

瑪
代
鎞
濟
现
論
の
傳
統
的
■
礎
を
形
成
し
て
き
だ「

均
衡
分
析i

P'
揮
本
也
想
を
い
邂
縮
的
に
表
現
す
る
な
ら
ば
、
' そ
れ
は4

 

ほ
よ
そ
次
の
‘如
く
で
あ
る
。
，ま
づ
れ
れ
わ
れ
は
辉
濟
的
に
そ
の
決
宏
機
鞲
を
明
ら
か
に
す
べ
き
i

の
經
濟
的
變
量
を
未
知
數
と
し
て
選
.

.

.

.

.

.
:

.

.

.

.

' 

..V.: 

.

. 

.

. 

.

.

. 

- 

.

. 

.

.

. 

- 

• 

. 

- 

... 

. 

.

.

.

.
_■
.
 

-
 

-
 

..
 

■'
 

..

宛
し
、
か
っ
こ
れ
以
の
朵
知
數Q,

間
に
成
泣
ず
、る
經
濟
體
添
を~

f,

っ
の
均
衡
輝
系
春
し
て
，權
成
す
る
。
こ
の
均
衛
體
系
を
規
宛
す
る
條
！： 

が
未
知
數
と
數
に
お
，い
て
相
一
.致
し
、

條
件
と
と
も
に
”そ
れ
ら
を
一
義
的
に
決
定
す
る
に
宠
分
で
あ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
以
て
そ
，
 

'の
體
系
の
衡
ン
ク
齡
ナ
ルI

f
c
,

定
を
理
解
す
>る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
さ
.て
，以
上
の
如
く
に
考
へ
る
な
ら
ば
、
•

「

均
衡
分
析」
の
設
.

-I.
 

-•
 

.

く

.

.
- 

•
 

4 

: 

: 

..t-
,.
 

..
 

■
; 

..
 

,
 

.
f 

, 

.

.
'
-
.
.
.
.
.
.
'
.

ン

.

.

.

.

.

.

.

.
, 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

ブ
. 

■ 

. 

• 

, 

• 

. 

. 

- 

- 

<■ 

、
-

.

-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

題
の
サ
ギ
は
*
竟

す

る

と

こ

，ろ

未

^

M
と
方
猙
式
と
よ
り
^
る
自
足
體
系
の
構
成
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
記
號
を
以
て
敍
述
さ
れ
る
名
，

き
、
そ
れ
ら
.の
含
藉
ば
最
も
朋
臣
で
あ
る
。
い
-ま
％
個
め
經
濟
的
變
數
も
し
4<
は
未
知
數
を
><
-I
L
?
l
,
:
:
A
.

)

で
承
，ず

。

同

じ

く

>

個
1

の
.お
の
獨
|

な
、
さ
ぅ
し
て
翌
I

f

衣

函

I

係
の
存
奢
1

し
、
>

れ
ら
の
關
係
を
次
の
如
き
I

l

f
以

て
最
も
'
一
般
的
^

表
す
と
と
に
し
よ
ぅ
9 

iり

\

 

,

,

,

(
1
)

:

f

广 x
l
"
f
x
x

 
プ

.,
£
=
0

 

(

<>
>
,
=
:
ぐ

：…

，5

'
丨

，

'

— 

)

切
-を
以
て
‘均
衡條

#
:

と
規
宛
す
れ
ば
？
そ
れ
ら
.の
一
義
解
が
わ
れ
わ
れ
に
變
數
，p

i
M.
’
'
N
P
=
<
a
;

:-…
…

，3
/

)

，を
借
知
す
る
-。
ぃ

^

ゆ
る
砂
觀(statics} 

4
は
、
以
上
め
、如
き
、
' 

1

走
め
’所
與
條
件
の
下
に
お
が
る
經
濟
的
數
ft
の
解
法
を
、
時
間
に
A
い
て
、のH

ク
ス
プ 

* 

-
 

- 

, 

:

2)
' 

. 

, 

■

リ
シ
ッ
ト
な
配
處
な
し
に
、
取
扱
ふ
4
の
に
他
な
ら
な
い
9

1

、

一

、

ノ

-
げ
れ
ど
か
、
か
\

る
|
|
學

的
均
衡
分
析
は
あ
く
，ま

で

‘
1

&^ >

所
與
條
件
の
卞
に
お
奵
る
均
衡
'的
恍
辑
’の
考
察
に
と
$

ま
0

て
を
り
、
木

だ
そ
れ
-の
み
で
§

#

誠
な
酈
濟
的
'定
理
の
：8
胎
如
^
に
ぼ
し
^
か
ら
い
わ
れ
わ
れ
は
次
い
，で
1

條
件
.の
變
化
よ
か
生
ず
る
均
衡
的
位
.

馇
の
員
心
を
■
ぼ
す
る
段—

階
，に
進
ま
^;
は
な
ら
ぬ
。
か
ぐ
るt

r

的
を
遂
行
す
多
た
め
に
ば
广
變
化
に
際
しV

名
き
の
雨
數
關
係
そ
'の
も
の「

-
 

-
 

f

t

 

. 

 々

Z 

V 

キ 

f 

-

.■
:
'■

‘

.比
較 

I
'ム
値
條
件 

i 荽
條
件 

f 
!
■ 

' 

パ

，

{
ぐ

',
.‘
 

r
 

，
し

,

-

l
lJJ
t

;

,

Q

i
〇
7F
:
> 

、

,



.

パ

比
較
部
视
：
：

i

侦倐件安延條

#

_

:

!■
'

,

:

ソ

,

\

 

'  

'

 

f
H

ハ

,
(

三
2 ,
0
 

,

,

を
變
#
せ
し
必
る
若
十
の
所
與
修
件
を
亚
變
常
數
么
し
て
體
系
の
中
に
潭
人
す
、る
こ
と
が
必
处
で
あ
るo

さ
て
こ
れ
ら
の
叩
&

ぃ
巾
を
W

ノ
.'
-
.
, U

-.
.
'
•
. 

- 

* 
.■

■

,
 
-
-:
■'
;
- 
.
r
;
. 

•

;'
■

.

.'.
■_
..
‘

. / 

, 

-
.へ

ニ

.

. 

■
-■
_
: - 
' 

-.
. 

- 

- 

. 

:
: 

.

.

. 

■ 

.

.

.

■
-

侗

と
- U
^

)

を
~
以
て
炎
せ
、ば
、
，
さ
き
のM

數
關
係3

：

ゆ
次
の
如
く
に
書
換
へ
ら
れ
W

Q
 

, 

S

•
. 

r

f

f

. 

.

.. 

. 

• 

■ 

J 

J

(2) 

S

(
^
.
&
H

^

9

く

.

.

.

.

.

.

, 

?)

"

0
l/(

<s
>
.
"
r
-'/o. 

: 

■ 

, 

’ 

' 

. 

、

.
'そ

れ

故

、
に

龜

數

、

?
'
:
:
.
:

>*
穸)

00
:
.
:
均
^

&
は
^

;\
,

^>
司
||
'

常
數
の
函
數
^

し
て
解
か
れ
、.
.次
の
如
く
.に
.，示
.さ
：れ
る
.で
あ
7
^ぅ
.
0 ,

.

.

.

.

(3) 

.

;̂
'.
!
l
:
g

(

&
'も
し
く
は
^
.
^
:
^

C

ぶ
'
-
:
;
シ
？)

：
’ 

-

(

i
"
l
v
4 
ノ
さ) 

.

, 

撕
與
滌
件
の
變
化
忆
對
す
る
經
濟
雜
赏
の
方
疝
的
變
化
>

_
ら
.か
に
す
る
と
い
か
わ
れ
わ
れ
の
課
题
は
、
任

意

の

數

た

と

へ

ぱ

％ 

が
變
化
し
た
と
き
の
ろ
の
窗
的
變
化
，
換
言
す
れ
ば
偏
導
函
數
の
符
號
、
を
確
宛
す
る
こ
と
に
.他
な
ら
な
い
.0
か
く
の
如
く
、
 

所
响
條
件
の
變
化
に
3
つ
て
截
起
さ
れ
，る
經
濟
的
變
量
の
均
衡
値
の
質
的
變
化
を
、
そ
の
調
*
過
程
に
お
ー
け
る
時
間
的
繼
起
と
は
無
關
係 

に

へ

碗

^

す

る

 

'こ
と
が
比
較
靜
m
-v(cemparathM
CD
^
^
3

の
役
割
で
あ
る
。
 

■ 

一

い
を
可
變
常
數
？
が
變
化
し
た
も
の
：̂
け
れ
ば
、
か
乂
る
變
也
が
全
轉
濟
體
罘
に
及
ぼ
す
效
报
は
、
⑵
の
方
程
式
を
そ
れ
ぞ
'れ
め
に
つ 

い
て
微
分
す
る
.こ
と
に
ょ
り
、
次
の
如
く
^
示
さ
れ
る
。

. 

’

- 

..

今

Q)

Q>

03

O
H
a
Q
? 

Q
H
C

+

<53

QV

Q>

A

な
ぞ

s

- ) Q 3  •-

Q )  <

r C D  < 

■ . f t '

3  Q > ‘ , 
^  .

) Q ) <

) O )

け:

C O  C

. s

C5> Q )  C

1

) Q )  _

為

1

t

Q )  C
S 5 、

§:

Q'

み

わ
れ
わ
れ
の
ー
的
は
方
程
咒
⑷
を
抑
似
の
>]
;

匆
數
.

〔
(

0)
;
;、̂0)
,
0
:
/
し
，.>(

ぎ
S
/Q)
^'
C)〕

に
つ
^

て
解
く
こ
と
に
ょ
り
接
近
さ
れ
る
.

I
 

IV 

,
 

j

 

^
 

-
 

/

筆 
I

I

#塞
*

^

*P

l

i

s

s

s

i

i

l

こ
ろ
で
、
⑷
の
对
邊
の
係
戰
を
な
し
て
ゐ
る
偏
導
阚
數
は
諸
變
數
が
均
衡
値
«

<

に
あ
，る
と
き
の
偏
導
函
數
で
あ
り
、

從
つ
て
均
衡
點
に
お
い
，て
は
そ
れ
ら
は
>常
數
と
看
做
$

れ

、る

か

ら

、,(
^

抹

常

數

係

數
.を

有

す

る$
领

，
の

一

次

方

程

式

杀

で

办

る

。

そ

れ

故 

に
煳
知
の
解
法
を
用
ひ
れ
ば
-

,'
. 

ノ

ン

：
'
ニ

ぃ

,

こ

,、 -  
に 、ノ

Q>

さ

t w

o)

>vt

Q3

Ailsl

c

=

r

ミ

O )

o y

匕
lil _

Q)

§
 

§
ii

o)
r
丨 

d
f
p

cb O)

<?)

h ： F

Q：

，
 

.

o
x

 
一 

§
ト，

で
あ
り
、
為
は
次
の
婼
4
抒
第i
l
r

の
元
素
の
餘
因
數
で
あ
る
？
(5
)
は
あ
るk

變
常
'數
の
變
化
に
對
し
て
お
の
お
の
の
經
濟
的
變
f
tが
い

-.
:
:

,

，

…

 

，

く

'

:

.,

.
:
.
-
.
- 

■

h

に
反
.麻
す
る
か
を
示
す
最
も
一
般
的
な
式
で
あ
が
。
さ
ぅ
し
で
こ
の
-
式
の
布
邊
に
注
意
ず
る
と
き
た
^

ち
に
叨
ら
か
で
あ
る
や
ぅ
に
、

.

.■
•

■

■

I-
. 

■
 

- 

V
. 

.

、. 

.- 

■
,
,

，
.
，.
.
-こ

.
：
..：

.

,

-

.

:

.

.

.
ゾ

.

.
-

.:

'
d

j
l

は
均
®

條
件
⑶
の
樯
锆
的
性
質
に
き
は
め
て
緊
密
に
依
存
し
て
ゐ
る
Q

こ
パ
ビ
と
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
，”

均

衡

釋

が

琿

に

經

濟

的 

變
敖
の
均
爾
姐
の
決
定
の
み
な
ら
ず
ノ
な
ほ
與
件
の
變
化
に
伴
ふ
そ
れ
^

の
仅
應
の
確
定
に
あ
た
つ
て
も
渾
幾
な
知
識
の
源
嵌
と
な
り
得 

る
こ
と
を
押
解
す
.
る
こ
と
が
出
來
る
。

' 

/
 

, 

, 

. 

• 

•

■■
■
■ 

-
V 

ノ 

- 

-

.

.

.

-

 

ぐ

,

-

-

:

* 

ノ

，

 

-
-
-
-
-
-
- 

ノ 

7
'
.
、
■

.
-
 

, 

■ 

-

:

-■

■
 

;

さ
て
以
上
の
結
架
を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
形
式
で
*

埋
し
て
'お
け
ば
、
後
の
論
議
に
き
は
め
て
便
利
で
^
-
ら
ぅ
。
⑷
を
マ
4

リ
ッ
■ク
ス
と 

比
：

r
-邡

ゆ
.
楠
德
作
と
尖
记
條
伴 

, 

、
 

. 

ニ
七 

> (

丑0
4

1
)

，



..(7
)
.を
.ょ
，り
^
堪
に
、

§ ) 豸
"

’ §
2

M
l

'Q
yh

 ̂§
1 

O
H
K

'*/ 

.

.
:*
.
-
 

.

，

•*
'
- 

w

 

^
V
8

次 .
Q i

鞭

管
Q >  ̂ 0 ^ 1 0 ) '  <x > 

… S5 ， f t

 ̂ {\ —

• i i  "  ■ ' <

Q > | o )

3 l v

讣
攸
^

出
-

桃
侦
條
件
と
^

^
倏

件

( 

, 

ニ
八
' 

'

Q

l

b
八)

し
で
衆
せ
ば
，
‘-

-

V1J
V 

，
り
，

ノ 

/

\

「

ノ 

/

/

/

,パ

，
-

:

;

し

：

ハ

,

二

.

(

C5
0)

'

_

【
I

I
H

.

則
I

と
f

、
こ
れ
I

の
交
代
I

f

す
る
。
⑶
I

邊
の
7

リ
ッ
ク
スg

は
所
與
條
件
の
i

f

簾

S

ぼ
I

f

示
.

'

す
も
の
で
ぁ
っ
て
/

そ
れ
ら
の
符
號
を
確
宛
づ
る
ご
と
が
比
較
靜
學
分
析
の
課
題
で
ぁ
る
。
ま
‘た
右
邊
の
^
ル
は
所
與
條
件
'
.の■變

化

が

.■
■■に

..

.

.

-

-

-

:

' 

.

.
:
-
■
..

:
:
,
.

ぐ

〕

.

-

.

.
-:
■
-

:
 

-
.
•■
■
■-
 

■ 

-
-
-
-
-
-

 

' 

:
 

-
.
.
、

.
■■
. 

. 

. / 

,
. 

-
 

■
 

■ 

■
 

-

>
.
-
. 

.

.

.

.
,

■

-

.-:

.
-.
.
 

-

■

當
初
の
'函
數
關
係
を
ぃ
か
な
.る
方
尚
，に
移
動
せ
し
め
石
か
を
示
す
も
の
で
ぁ
っ
て
、
ぞ
れ
ら
の
個
々
の
符
^

"
考
察
さ
れ
る
.直
化
..

£

版
質

■
 

V

 

■
-
■
-
■
■
-
. 

i
;
.
r
.

.

.

.

.

.

一

 

j
'

 

... 

■» 

.

か

ら

與

へ

ら

れ

る
3
そ

染

に6

こ
さ
，れ
た
問
題
は
左
邊
，の
係
數
を
孜
す
.マ
ト
リ
ッ
ク
ス

l /
,
gが
い
か
な
る
性
砰
を
具
有
す
'る
か
と
'ぃ
.
.
 

ふ
こ

と

に

，激
^

:
そ
'の
こ
と
の
考
察
が
次
節
以
下
.の
論
_
の
，
主

要

內

界

を

形

成

す

る

で

ぁ

^
^
°'
.

\ 

,

、

.

..'.;--:
-

-
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-

ぐ
-

-

-

-

-

-

-

-

 

-
 

.
■■

へ
.
.
-
:
-
- 

‘

-

此
蚊
靜
學
.の
®
論
_
造
を
最
もI.

般
的
に
示
'/
,，て
ゐ
る
こ
れ
ら
(5
)
も
し
く
は
(8
)
わ
式
に
^
ゎ
れ
^
ル
ぼ
と
\
:で
.「

，
比

較

靜

學

の

_

本

方

.

,

, 

! 

- 

, 

* 

! 

< 

.

诗
式」

广
 the f

u
n
d
a
m
e
n
t
a
l

 

equation 

of c
o
m
p
a
—rative- wtatiĉ
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